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嘉永 4 1.460 23 
嘉永 5 1,616 19 
嘉永 6 1.283 10 
安政元年 1.644 17 
安政2年 1,972 25 
安政3年 2,383 19 
安政4年 3,867 35 
安政5年 3,559 24 
安政6年 2,633 48 
万延元年 3,424 39 
文久元年 6,735 69 
文久2年 8,475 86 
文久3年 14,295 125 
元治元年 22,310 128 
慶応元年 24,180 147 
慶応2年 17,986 168 
慶応3年 19,245 244 
明治元年 27,035 988 
明治2年 71,800 756 
明治3年 34,399 458 
明治4年 46,116 270 
明治5年 7,690 8 
明治6年 38,580 15 



































































一わり半 金花堂…...・ H ・－－書態、須原屋佐助く江戸日本橋通四丁目＞
宮本平…………門人、宮本平太夫く相模国大住郡阿扶利神社嗣官＞






















































































































































































































































































































4.平田家文書 『天保十五年甲辰改嘉永二年己酉ニ至ル日記 附御留守中 気吹舎j（国立歴史民
俗博物館保管・冊子 1-21)及び同家文書 『蔵板物覚』（同博物館保管・冊子11）より作成
5.気吹舎の動向を綴った23部の日記の総称を 『気吹舎日記jと称しているが、具体的には 『天保十
















吹舎日記』（国立歴史民俗博物館保管・冊子 1-1～冊子 1 20）によった。I拙稿「気吹舎の著述
出版新出 『気吹舎日記Jを中心に一」（前掲）参照。
12.平田家文書「売り弘め依頼状」（国立歴史民俗博物館保管・書24-12-1、24-13)



















ども写しをゆるし不申候。J とあり、 r~学談弊j を内輪でのみ流布させていることが分かる。
［付記］
本発表および本稿をなすにあたってご指導頂きました国立歴史民俗博物館館長宮地正人先生に厚く
お礼申し上げます。また史料の掲載を許可して下さった各博物館・文庫に深謝致します。
＊討讃要旨
ロパート・キャンベル氏は、 ①江戸、上方両方で出版する際の板木の扱い方、 ②赦免前に刊行され
たものの販売方法を尋ねた。発表者は①同じ板木の彫刻を命じた、 ②おそらく一人の門人から大量の
借金をして行ったのだろうと答えた。
神野藤昭夫氏は、明治2-3年の販売数、門人数の拡大の理由と特色を尋ね、発表者は明治になる
と国家体制に神道が組み込まれたこと、平田門人の私塾ができ教科書として使用したことが原因であ
ると答えた。
松野陽一氏は、門人間の写本の流通により、代金に関係なく売買することもあったと思われるので
表に出てくる販売数より多いのではないかと尋ねた。発表者は門人たちは妄りに写されないよう注意
していたと答えた。ロパート・キャンベル氏も、思想の正しい普及のためというより専売するためだ
と述べた。
山口博氏は本を販売した時の、収入および書躍を通したときの損益を尋ね、発表者は収入と割り引
き率の資料があるので計算できると答えた。
武井協三氏は本の販売により門人にマージンが入るか否かを尋ね、発表者は入ると答えた。
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